
今、自分にできること　　　　　　　　《高校生・一般の部　金賞》
広島皆実高等学校２年　中野　安希菜
私の兄は、生まれつきの難病、筋ジストロフィーという病気を患っています。私が聞いたことのある話では、その病気の平均寿命は約二十八歳と言われています。兄は現在二十七歳で、夜は呼吸器を付けるという生活を送っています。ちょっと風邪をひけば、すぐ「死」につながってしまいます。私には想像できないけれど、一寸先は闇という状態の中、前向きに生きています。そんな兄のそばで私は、健康的な身体で、立派な看護師になるという目標に向かって一生懸命頑張っています。兄は病気のせいで色々な事を諦めてきたと思うし、悔しい想いもたくさんしてきたと思います。だから私は兄のためにも目標を叶えるため、全力で頑張ります。

高校二年生の今、専門的な教科も増え、課題も増え、今の私には大変だと思う事もたくさんあります。しかし、持ち前の明るさと気合い、そして家族やクラスメイトの支えを力にして乗り越え、必ず立派な看護師になります。大好きな兄のためにも。
プロの清掃員になるために！　　　　　《高校生・一般の部　銀賞》
広島市立広島特別支援学校高等部３年　山本　恵莉果
私は、清掃の仕事がとっても大好きなので将来はプロの清掃員になりたいです。そのためにも今の私に不足している所を残りの学校生活までになおしていきたいです。私の不足している所は、臨機応変な行動が少ししかできない所だと思います。今の私は手順が少し変わってしまったり、初めての清掃場所になったりすると頭の中がわけが分からなくなってしまう事がよくあります。それを自分でなおしたいなと思い新しい清掃場所の手順などメモして家で復習するよう努力しています。私の中で清掃は常に勉強しないといけないぐらい奥の深いものなので自分のけいたいで清掃のプロの人の動画を見て勉強しています。私のあこがれの清掃員の方が言っていた、「清掃はやさしさだ」って言葉が私の心にささりました。私も「清掃はやさしさだ」と胸をはって言えるよう努力したいです。
笑顔　　　　　　　　　　　　　　　　《高校生・一般の部　銅賞》
広島皆実高等学校３年　小原　史帆
私の将来の夢は看護師になることだ。そのために学校での座学の授業や校内実習、病院実習に励んでいる。
未来の自分は、患者さんに「あなたで良かった」と思っていただけるように、常に笑顔で尊敬の気持ちを持って看護できる看護師でありたいと思う。理想の看護師になるために、私は今病院実習で受け持ちの患者さんとの関わりを大切にしている。カルテからではなく、出来るだけ患者さんのベッドサイドに行ってコミュニケーションの中で患者さんのことを知り、信頼関係を築けるように心がけている。また、看護師の方や先生方からの指導も「怒られた」とだけ表面的にとらえるのではなく、自分の成長のために何を言って下さっているのか内容を考えるようにしている。
自分の死を身近に感じたり、病室で病気やケガと闘っておられる患者さんにとって、看護師の笑顔は癒しや励みになるだろう。どんな時も患者さんに笑顔で接することができる強い心を持ち、理想の看護師に近づいていけるようこれからも看護の勉強を頑張りたい。

プロフェッショナル将来の夢　　　　　　《高校生・一般の部　銅賞》
広島市立広島特別支援学校高等部３年　竹田　晃
今、自分は、スーパーかんけいの仕事につくことを目標にしてがんばっています。この前ゆめマート二葉の里に職場実習にいかせてもらっていろんなことを学びました。お客さんとのかかわりかたも自分なりでやっていたらお店の店員に注意をうけました。「そんな接客の仕方じゃいけないよ。」と言われて自分はすごく反省して次の日から接客のやりかたを教えてもらいました。五日間の実習が終わって自分は、「まだまだだ。」、「こんな自分じゃ社会人になれない。りっぱな大人になれない。」と思いました。そして今自分がなにをしたらいいか考えました。立派な社会人になるためには、勉強をがんばるだけじゃだめだ、もっともっと努力して自分自身をきたえないといけません。これからはもっと学んでりっぱな社会人になれるようにがんばりたいです。未来の自分へ「がんばったらできることもたくさんあるよ。だからあきらめずにせいいっぱいがんばってね。」あといっぽだけ前にすすもう。
生命に向き合うのは、今
広島なぎさ高等学校２年　村上　遥
　私は、保健所で辛い思いをする動物を救いたい。動物の殺処分をゼロにしたい。実現するために、私は大学の法学部で法の視点から対策を考えようと思っている。動物愛護管理法の動物虐待における刑罰を今より重くし、ペットショップを廃止にする法律を作成し、行き場をなくした動物を預かる優良な環境の施設を作るための予算や問題点を考える。法の知識を使って、自分の思いや考えを世の中に発信していこうと思う。また、この夏休みには実際にボランティアとして現場で働くつもりだ。現実を見て、その時に生まれた信念は、自分を動かす大きな原動力になると今から張り切っている。そして、実際に活動に参加することによって早く組織に貢献したいと思う。
私は、人も動物も関係なく生命は同等に大切であると思っている。そんな生命を守るために私がするべきことは、動物保護に関する情報を集めて、厳しい現実の中で動物の生命と真摯に向き合うことだ。その上で自分の意見をしっかり持ち、人々に伝えていこう。
過去の自分を越える
広島市立広島特別支援学校高等部２年　生徒
私は、失敗を恐れ、新しい事や自分が苦手な事をやらないといけなくても、手をぬいたり、人に任せたりした中学校生活を送ってきました。例えば給食に嫌いなトマトが出る日は、学校を休み、人見知りで、知らない人が一杯来る体育祭や合唱祭や修学旅行に参加しなかったりと自分勝手で担任の先生や同級生に迷惑をかけました。やらないといけないのにやりたくないと自分の意思を優先して学校にこない不登校だった時もあります。不登校だった時に朝お父さんが「給食だけ食べに行ったらいいんだよ」と言って、午後だけど少しずつ学校に行けるようになり、徐々に午前の授業にも間に合うぐらいまでになりました。するとお父さんが「漢字が読めてちょっと計算ができたら大丈夫だよ。人生の勉強が出来てた方が絶対将来得する」と言われ、遅すぎると思うかもしれませんが、生活リズム改善に取り組んでいます。早寝早起、朝御飯を食べる、ゲームをやりすぎないなど自分なりに努力しています。卒業まで自分なりにリズムを継続し、頑張って登校していきたいです。
信頼される看護師になるために
広島皆実高等学校３年　日浦　夏希
　私は将来誰からも信頼される看護師になるために一生懸命に勉強をがんばろうと思います。私がそう思ったきっかけは、二年生の最初の病院実習の時です。
二年生の時は知識が足りないことから不安ばかりで常におどおどしていました。患者さんの前ではしっかりしていないとと思っていたのですが不安が患者さんにも伝わってしまい血圧測定をしている時に「代わってもらったほうがいいんじゃない」と言われてしまいました。その言葉がショックで次の実習日まで血圧測定の練習をしました。そして実習日当日、練習をしたことで自信がつき、余裕を持って血圧測定ができました。すると「前より上手になったね」と言ってもらえました。しっかりと知識や技術を身につけて、自分自身が自信を持つことで患者さんにも信頼してもらえるのだと私は身を持って知りました。
私はまだまだ未熟ですが、もっと勉強して確かな知識や技術を身につけ、自信を持って看護を提供できるようになります。そして誰からも信頼される看護師になりたいです。
頑張る事を誇りに思う
広島皆実高等学校２年　光宗　栞璃
　私には叶えたい夢がある。私は看護師になりたいのだ。中学一年生の時にこの夢を胸に抱き、中学校三年間、今私が通っている衛生看護科のある学校に入学するために頑張ってきた。部活動の面でも部長という立場で、学校面では副会長という立場でもありながら、全てが「看護師になる」という夢のために努力を重ねてきた。衛生看護科に入学し、やっとスタートラインに立てた今も努力を続けている。通学時間が長い私は、電車の中で毎朝勉強し、帰宅すると課題・復習に追われる毎日だ。また看護の授業ではお医者さんや歯科医師である先生が授業をしてくださるので、専門的な言葉が飛びかい、授業についていけない事も多々ある。そんな多忙の毎日の中で私は一つだけ大切にしている事がある。それは「頑張る事を誇りに思う」という事だ。どんなにしんどくても頑張り続けたら私の思う理想の看護師になれると信じているからだ。未来の自分をつくりあげるために私は今目の前にある事を決してあきらめない。そして一瞬一瞬を大切に生きたい。
時は金なり
広島皆実高等学校３年　田邊　真希
　私には叶えたい夢がある。「看護師になる」という夢だ。私は今、この夢を実現させるために時間を大切にするようにしている。
まず、毎日の五十分の授業を集中して受けることだ。たった五十分という限られた時間で理解をすること、それだけで家に帰ってから復習するのに困ることがなくなるようになった。五十分を大切にすることで、他の勉強をする時間ができる。
次に、登下校の電車での過ごし方を変えて時間を有効に使うようにしている。今までは疲れて寝たりしていたけれど、その時間に参考書を読んだりして勉強の時間にあてるようにした。
「時は金なり」ということわざがあるように、時間を無駄に費やすことなく勉強時間にあてたり、有効に使うようにこれからも続けていきたい。そうすることで、毎日学習する時間をつくり癖づけていきたい。この積み重ねが、私の夢の実現に必ずつながると思っている。
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